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Photo 

ソニー株式会社 厚木テクノロジーセンター 
 
代表   

    厚木テクノロジーセンター 

代表メッセージ 

 ソニー株式会社 厚木テクノロジーセンター、厚木第2テクノロジーセンター、湘南テクノロジーセンターの環境レ
ポートをご覧いただき、誠にありがとうございます。 
 このレポートには、ソニー株式会社厚木テクノロジーセンターと厚木第2テクノロジーセンター（以下、厚木TEC）

と、ソニー株式会社湘南テクノロジーセンター （以下、湘南TEC）における、環境負荷低減活動や社会貢献活動
の取り組みをご紹介しております。 
 
 厚木ＴＥＣは、1960年に半導体工場として設立いたしました。現在は、半導体、ディスプレイ、業務用放送機器
の開発、次世代技術の研究を中心とした、ソニーグループ最大の研究開発拠点として、7,000名を超える社員を
集結し、ソニーの最先端技術を牽引しております。また、湘南ＴＥＣは、1994年に発足し、現在はコンピューター 
カスタマー窓口、お客様ご相談センターやソフトの開発、テレビの設計をおこなう等、多角的な事業活動を展開 
しております。 
 
 環境活動としては、厚木ＴＥＣは1998年にISO14001認証を取得し、2004年からは湘南ＴＥＣと共にソニーグルー
プ統合マネジメントシステム[GEMS（※)]へと移行しました。2010年には長期的に「環境負荷ゼロ」を目指すという
環境計画「Road to Zero」が発表され、具体的な中期目標が制定されました。その達成に向けて今後もさらなる
活動の推進に取り組んでいきます。 
 
 昨今世界中で問題となっております地球温暖化防止のための、省エネルギー施策、廃棄物発生量の抑制、分
別・リサイクル化、環境に配慮した製品開発等、具体的な目標を掲げて社員一人ひとりが環境活動に参画し、地
球環境保全に取り組んでおります。 
 
 また、通勤路クリーンアップ活動や湘南海岸の清掃活動、自治会 
との花壇の植栽、リサイクルバザー収益金の寄付、施設見学会等 
を展開し、地域の皆様や行政とのコミュニケーションおよび社会 
貢献活動にも積極的に参画して、良き企業市民を目指し、社会に 
対する責任を果たすように努力しております。 
 
 防災管理においても、今一度管理体制を見直して、地域の皆様 
に信頼される安心安全なテクノロジーセンターを目指して最大限の 
努力を続けてまいります。 
 
 この報告書をお読みいただき、厚木ＴＥＣ、湘南ＴＥＣの環境活動 
に尐しでもご興味・ご理解をいただければ幸いに存じます。 
 
※ＧＥＭＳ ＝ Global Environmental Management System  
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名称      ソニー株式会社 厚木テクノロジーセンター 
設立     1960年11月 ソニー株式会社厚木工場として設立 
         1989年8月 厚木テクノロジーセンターに名称変更 
所在地    神奈川県厚木市旭町4丁目14番1号 
従業員数   6,495名 
敷地面積  113,382㎡ 

名称      ソニー株式会社 厚木第2テクノロジーセンター 
設立      1990年6月 
所在地    神奈川県厚木市岡田4丁目16番1号 
従業員数   932名  
敷地面積  33,368㎡  
                           （2011年4月1日時点） 

■厚木TEC 

厚木第2TEC 

■主な事業内容 

■湘南TEC 
名称        ソニー株式会社 湘南テクノロジーセンター 
設立        1961年9月 仲田電気株式会社 藤沢工場として設立 
                1970年7月 ソニー電子株式会社に社名変更 
                1994年7月 ソニー株式会社 湘南テクノロジーセンター発足 
所在地    神奈川県藤沢市辻堂新町 3- 3- 1 
従業員数   1,722名 
敷地面積  25,790㎡               （2011年4月13日時点） 

 

■主な事業内容 
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事業所紹介 

厚木TEC 
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環境管理の体制 

 ソニーグループは、ソニーグループ環境ビジョン（環境経営方針）と環境中期目標グリーンマネジメント2010（略称
GM2010）を主軸に、グループ一体となった、世界規模の環境マネジメントを推進してきました。 

 厚木TECと湘南TECは、ソニーグループの枠組みの中で、 「厚木エリア」として環境、労働安全衛生、社会貢献活動を管
理・推進する「EHS (※)」という仕組みを運用してきました。環境活動では、独自のEHS 規定にもとづいて環境負荷を把握
し、目標をたてて改善に取り組んできました。 

 

 ソニーグループは、環境における取り組みについて、2010年4月に、事業活動および製品のライフサイクルを通じて長期
的に「環境負荷ゼロ」を目指すという環境計画「Road to Zero」を発表しました。この計画では、「環境負荷ゼロ」実現のため
に具体的な中期目標グリーンマネジメント2015（略称GM2015)を制定しており、その達成に向けて今後もさらなる活動の推
進に取り組んでいきます。 

 

 2011年度は運用体制の見直しを行い、厚木エリアと本社を「ソニー(株)TEC」としてひとつの環境管理体制を構築しました。
今後は各ビジネス部門が、より主体的にGM2015の達成を目指して活動していくような運用体制になります。 

 
※EHS ＝ Environmental  Health & Safety 

本社環境機能 

北米 欧州 東アジア パンアジア 日本 

地域環境オフィス 地域環境オフィス 地域環境オフィス 地域環境オフィス 地域環境オフィス 

その他 
  

経営層 

ソニーグループ 

本社 仙台TEC 厚木TEC 湘南TEC 

ソニー(株)TEC 

中南米 

地域環境オフィス 



厚木TEC 湘南TEC 合計 

電気 140,529MW/h 7,683MW/h 148,212MW/h 

都市ガス 5,745,040㎥ 59,927㎥ 5,804,967㎥ 

■環境側面 

廃棄物 

コピー用紙（A4換算） 

水 

環境管理物質 

排水 

1,482ｔ 167ｔ 

609万枚 301万枚 

674,884㎥ 39,546㎥ 

611t なし 

528,942㎥ 36,867㎥ 

1,649ｔ 

910万枚 

714,430㎥ 

611t 

565,809㎥ 

 厚木エリアでは、電気やガス、コピー用紙や水といった、エネルギー、資源を使い、事業活動を行っています。 

自らが使用している資源や廃棄物の量（環境側面）を把握することが、改善活動への第一歩です。 
 把握した環境側面に対し、法規順守を前提として、ソニーグループ環境ビジョンや2010年度を達成年度として設定
された中期環境目標 GM2010を考慮した目標をたて、改善を進めてきました。この結果、最終年度の2010年度には
すべての項目においてGM2010の目標を達成することができました。 

 また、コピー用紙の使用量削減、環境管理物質の使用量削減については、大きな削減効果が得られ、活動が定着
しているため、維持活動を継続しています。 
  

※表中の数値は全て2010年度１年間の値です 

省エネルギー 

廃棄物削減 

用水削減 

環境・社会貢献 

GM2010目標/その他中期目標 

2000年度比7%削減※  

1,886 t以下 2000年度比40%削減 

837,442㎥以下 2000年度比20%削減 

企画イベント100％の実施と 
新規イベントの開拓 

地域環境保全のための活動を実施 

※ 2000年度からの継続管理のためCO2換算係数は電気0.378kg/kWh 都市ガス2.108kg/㎥を使用しています。  

714,430㎥ 
（▲32%） 

実施率100％ 

適合評価 

○ 

実績値 

68,391t- CO2 
（▲22%） 

1,649ｔ 
（▲48%） 

81,719 t- CO2以下 

GM2010目標値 ■環境目標 

環境活動 
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■省エネルギー 

環境活動 

冷房に使用される冷水を製造する 
ターボ冷凍機 

厚木第2TEC  高効率熱源システムの概要 
 
 

 
 従来、冷水は冷凍機、温水はボイラーでそれぞれ供給していた仕組みを、冷温水同時生成、供給が可能な「チラー冷凍機」
と「最適制御コントローラ」の採用で、全てのシステムを連動させ効率的な運用を制御するシステムに変更したことにより、省
エネとエネルギーコスト削減を達成しました。また、今まで手動で行っていた熱源機器管理が自動で行えるようになり、業務
効率の向上にもつながりました。 

 

7℃の冷水と42℃の温水を同時に 
取り出せるチラー冷凍機 

全ての熱源機器を統制し、省エネ運転を
実現している“最適制御コントローラ” 

（モニター部分） 

 省エネルギー活動は、過去から継続して行っており、
空調システムの更新、動力設備のインバーター化、リフ
レッシュデー（ノー残業デー）の徹底等、様々な省エネ
活動を実施しています。 

 2010年度は、厚木第2TECの熱源システム更新により、
3,725tのCO2を削減しました。当システムは、冷凍機単
体の更新だけでなく、これまでソニーグループの他事業
所で実績のあった熱源システムを横展開し、省エネに
よるエネルギーコスト削減とCO2削減を達成できました。
その高効率化性能が評価され、第13回電力負荷平準
化機器・システム表彰 財団法人ヒートポンプ・蓄熱セ
ンター理事長賞を受賞しました。 
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 厚木TECでは、製品の研究・開発・設計・試作により発
生する“汚泥、廃酸”や、職場から“金属くず、廃プラス
チック、紙類”が主な廃棄物として排出されています。 
 湘南TECでは、“紙類、廃プラスチック、金属くず”等が、
主な廃棄物として排出されています。 
また、リサイクル率は、99.9%を維持しています。 
 
 2007年度に更新した廃水処理設備による汚泥の削減、
ならびに、木くず（剪定くず）のチップ化、紙類廃棄物発生
量の抑制と分別徹底によるリサイクル率向上、更に、 
環境にやさしい“マイBag・マイCup・マイ箸”キャンペーン
等、削減に向けた様々な取り組みを行っています。 

■廃棄物 

敷地内散歩道への再利用 

木くずをチップ化 

環境活動 
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電力不足対応 
 
 2011年3月11日に発生した東日本大震災による電力供給不足への対応として、様々な節電施策が実施されてい
ます。 
厚木TECで実施中の主な施策をご紹介します。 
 
 
 ■廊下や職場内の照明の間引き 
 ■ウォータークーラー、エアタオルの停止 
 ■エレベーター、給湯器、冷蔵庫、複合機、自動販売機の一部停止 
 ■食堂施設、体育施設の利用制限 
 ■ソニー版サマータイムの導入 
 ■ソニーグループ輪番休業の実施  など 

節電のため間引きした職場内の照明 

 



8 

■環境管理物質 

 厚木TECでは、半導体、放送・業務用機器等、エレク
トロニクスの研究、開発、設計、試作を行っています。 
これらの業務に使用される化学物質は、蒸発等による
大気汚染、工場排水による水質汚染等、環境に負荷を
与える事になります。 

 
 VOC（※）については、代替物質への変更、プロセス
改善による削減等により、2005年度末に2000年度比
50％削減を達成し、その後も継続的に改善を進めてい
ます。特にIPA(イソプロピルアルコール)については、

IPA消費量の尐ない装置への入替を進める等、環境へ
の負荷を大きく削減しました。2009年には、半導体開発
機能の移転等によりVOC使用量はさらに減尐しました。 
  

 また、鉛はんだは、無鉛はんだを導入し2005年に全
廃しました。 

               ※VOC：揮発性有機化合物 

                （VolatileOrganicCompounds） 

環境活動 

 

純水設備の運転最適化により節水を実施 

■水資源  厚木TECでは、水の使用量増加を抑えるべく、節水活動
に取り組み続けています。特に大きな水使用量削減施策
として、工業廃水を事業所内で処理し、再利用する水のリ
サイクルを行っています。 

2008年1月に稼動した新しい水処理施設により再利用率が
大幅に向上しました。さらに、2010年度は第2TECでもリサ
イクル水の利用率を向上させる設備を稼動する等、節水
に向けた様々な取り組みを行っています。 
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 湘南TECは2007年10月から、厚木TECは2008年 
7月から、 エコキャップ活動をスタートしています。 
この活動は、ペットボトルのキャップを資源として
回収し、その売却益をワクチンに変えて、世界の
子供たちへ寄付する活動です。集められたキャッ
プ約800個で、ポリオウイルス（小児マヒ）のワクチ
ンを１人に提供できます。 
多くの社員の参加により、たくさんのワクチンが寄
付されています。 
<厚木TEC> 
累計：2,591,040個、ワクチン：約 3,239人分 
<湘南TEC> 
累計 ： 424,560個、ワクチン：約 531人分 
                 （2011年3月末時点） 

 

■エコキャップ活動 

■小型家電製品の回収 

 2010年8月、地域の皆様にもご参加いただける「サマーフェスタ（厚木）」
「夏祭り（湘南）」の各会場にて、社員から提供された様々な品物を展示・
販売するリサイクルバザーを開催しました。来場者は厚木TEC約650人、
湘南TEC約250人と多数のご参加により大盛況でした。このイベントを通じ
てリユース・リサイクルの意識付けを図るとともに、地域住民との交流を図
ることが出来ました。 
 売上金は、厚木TECは社会福祉活動支援団体「(社)希望の家」、及び環
境支援団体「七沢里山作りの会」へ、湘南TECは社会福祉法人 「藤沢市
社会福祉協議会」へ寄付することで、社会貢献にも寄与することができ、充
実したイベントとなりました。 

■リサイクルバザー 

七沢里山作りの会 
社会福祉法人 希望の家  

環境・社会貢献活動 

社会福祉法人 藤沢市社会福祉協議会  

 2008年8月より、 ソニーグループにおいて各社員の家庭で不要に
なった小型家電製品の回収をスタートしています。この活動は、小
型家電製品を「有用物」として回収し、再資源化する取り組みです。 

 解体・分別等の処理を経て、貴重な金属等を製品の原材料として
「資源リサイクル」に繋げています。 
 
 多くの社員の参加により、 
厚木TECでは268Kgが回収され、 
ソニーグループ全回収台数の 
約3割を占めています。 
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■通勤路清掃 

 厚木TECでは、社会貢献活動の一環として、 
1回/月、通勤路の清掃を実施しています。 
本活動は1980年から継続して行っているもので、 
現在は厚木TEC全社員の活動として展開しており、
参加人数に応じて活動ルートを拡大し、清掃を
行っています。 
この活動を通し、社員の社会貢献活動への参画と
通勤マナーの向上を図り、良き企業市民を目指し
ています。 

 2008年8月に「厚木市道路里親制度」(※）を通じ、

厚木TEC勤務者、地域の方々、行政と一体となっ
た地域美化活動として、 通勤路の花壇管理活動
を開始しました。継続的に花壇清掃、水遣り、花の
植え替え等を実施し、美しい道路環境と、地域との
コミュニケーションを図っています。 

 
※厚木市道の清掃・除草・花の植付け等、美化活動を市
民やグループが社会貢献活動で実施し、行政がその活
動に対して、必要な清掃用具や草花の苗等を提供する
制度 

■花壇管理活動 

環境・社会貢献活動 

（厚木TEC） 

 2010年10月、ソニー健保主催「オールソニー歩きｉｎｇ大会      
 (東京・神奈川地区)」とのタイアップにより自然観察イベント
を実施しました。 

 
 生物多様性を意識したイベントとして、ソニーで開始した 
「生きもの情報館」の説明を行い、自然観察員ガイドのもと、 
探してほしい生きものたちとズーラシア内にある「自然体験
林」での生きものの種類や生息環境の発見にチャレンジし
ました！ 
 

 当日は162名の方々が参加され、子供たちもとても興味
深々の様子で、自然と触れ合う良い機会となりました。 

■自然観察イベント 
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■湘南海岸清掃 

■湘南TEC環境展示会 

 毎年5月に行われる藤沢市と（財）かながわ海岸美
化財団主催の「ゴミゼロクリーンキャンペーン」に2003
年より継続参加しています。 

 このイベントには、湘南TECで働く社員等に参加を
呼びかけ賛同いただいており、毎年大勢の社員・家
族の方と共に海岸のボランティア清掃を継続・実施し
ています。 

 イベント全体では、2010年度は90団体から総勢
5,440名が参加し、回収されたゴミの総量は3,600kgに
なりました。 

 毎年5月に実施している環境月間では、湘南TECで
働く社員等への環境活動のアピールと意識付けを目
的として、環境展示会を実施しています。 

 リサイクルの仕組みや省エネ製品のPR、ソニー環
境活動のビデオ放映、発電体験、前年度のパフォー
マンスを掲示したり、エコキャップ活動等について呼
びかけを行っています。 

■街路樹花植え 

 湘南TECの南側にはＪＲ東海道線と平行している歩道があ
り、藤沢市により街路樹が植えられております。この街路樹
が雑草だらけになっていることに懸念を抱き、湘南ＴＥＣで働
く社員等にて、2007年度の環境月間より街路樹廻りに花植
えを行う美化活動を実施しております。 

 
 この活動を継続することで、地域の皆様とコミュニケーショ
ンを図ると共に、道路環境の改善を含めた美化運動の推進、
そして良き企業市民を目指し、社会貢献活動に寄与してい
ます。 

 

環境・社会貢献活動 

（湘南TEC） 
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■排気測定 

■食堂排水測定 

 下水道への放流基準を順守し、公共下水施設の負担を軽減するため、食堂から出る排水は、構内の専用処
理施設で、油や有機物を分解・除去し、下水道へ放流しています。法令等に基づいた水質検査を実施しており、
全ての検査で基準値未満となっています。 
食堂排水と工業排水は別系統であるため、ここでは食堂排水に関する測定項目のみ記載しています。 

法規制値 
最大値 
（最小値） 

厚木TEC 

 各種法規制の順守状況を確認するため、排水や排気等、多種にわたる環境測定を定期的に実施しています。 
法に定められた基準よりも、さらに厳しい自主基準を設定し、管理しています。 

湘南TEC 

 空調用熱源設備のボイラー、吸収式冷凍機は、都市ガスを燃料として運転しています。また、厚木TECでは 
揮発性有機化合物（VOC）やその他の化学物質（‪‒ ᾿₈└∟⅔₈ を含んだ薬品を使用する
ため、それぞれの排気口で排気成分の測定を行っています。 
全て法令等に定める排出基準値未満となっています。 

ボ
イ
ラ
ー 

冷
凍
機 

6.3g/h 
（1.3g/h） 

80g/h以下 

43ppm 
（27ppm） 

---  (※2) 

水温 

浮遊物質量 
（SS） 

生物化学的 
酸素要求量（BOD） 

水素イオン濃度 
（pH） 

n-ヘキサン 
抽出物質含有量 

33℃ 
（22℃） 

8.0 
（7.4） 

34mg/l 
（3.1mg/l） 

37mg/l 
（ 1.2mg/l ） 

40℃未満 

5.7～8.7 

300mg/l未満 

300mg/l未満 

1.1mg/l（動植物油） 
（定量限界未満） 

鉱物油：5mg/l以下 
動植物油：30mg/l以下 

沃素消費量 
3.2mg/l 

（定量限界未満） 
220mg/l未満 

ばいじん量 

NOx 
（窒素酸化物） 

ばいじん濃度 

定量下限値未満 181g/h以下 

42ppm 
（21ppm） 

60ppm以下 

定量下限値未満 0.10g/Nm3以下 

23ppm  
（23ppm） 

105ppm以下 

水温 

浮遊物質量 
（SS） 

生物化学的 
酸素要求量（BOD） 

水素イオン濃度 
（pH） 

n-ヘキサン 
抽出物質含有量 

法規制値 
最大値 
（最小値） 

厚木TEC 湘南TEC 

ボ
イ
ラ
ー 

ばいじん量 

法規の順守 

法規制値 
最大値 
（最小値） 

法規制値 
最大値 
（最小値） 

※2 小型ボイラーのため適用除外 

41℃ 
（26.8℃） 

7.1 
（6.6） 

54mg/l 
（2mg/l） 

23mg/l 
（1mg/l） 

45℃未満 

5.7～8.7 

600mg/l未満 

600mg/l未満 

1mg/l未満 
（定量限界未満） 

鉱物油：5mg/l以下 
動植物油：30mg/l以下 

※1 定量限界：ある定量方法で測定可能な最大または、最小濃度 

NOx 

（窒素酸化物） 

NOx 

（窒素酸化物） 
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■工業排水測定 

水温 

浮遊物質量 

生物化学的 
酸素要求量 

水素イオン濃度 

クロム 
及びその化合物 

亜鉛 
及びその化合物 

n-ヘキサン 
抽出物質含有量 

フェノール類 

ふっ素 
及びその化合物 

シアン化合物 

水銀及びｱﾙｷﾙ水銀 
その他の水銀化合物 

カドミウム 
及びその化合物 

鉛 
及びその化合物 

砒素 
及びその化合物 

六価クロム 
及びその化合物 

 厚木TECでは、半導体等の研究開発によって生じた廃水を、敷地内の処理施設で浄化し、下水道へ放流しています。

法令等に基づいた項目に加え、自主的な項目に対しても水質検査を実施していますが、全ての検査で、基準値未満と
なっています 。 

銅 
及びその化合物 

マンガン 
及びその化合物 

鉄（溶解性） 
及びその化合物 

ニッケル（溶解性） 
及びその化合物 

沃素消費量 

アンモニア性窒素 

硝酸性窒素及び 
亜硝酸性窒素 

ほう素 
及びその化合物 

セレン 
及びその化合物 

トリクロロエチレン 

テトラクロロエチレン 

1,1,1-トリクロロエタン 

四塩化炭素 

ベンゼン 

有機りん化合物 

ポリ塩化ビフェニル 

1,1-ジクロロエチレン 

ジクロロメタン 

シス- 1,2-ジクロロエチレン 

1,2-ジクロロエタン 

1,1,2-トリクロロエタン 

１,3-ジクロロプロペン 

シマジン 

チウラム 

チオベンカルブ 

40℃未満 

5.7～8.7 

300mg/l未満 

300mg/l未満 

2.0mg/l以下 

2.0mg/l以下 

鉱物油：5mg/l以下 
動植物油：30mg/l以下 

0.5mg/l以下 

8.0mg/l以下 

1.0mg/l以下 

0.005mg/l以下 

0.1mg/l以下 

0.1mg/l以下 

0.1mg/l以下 

0.5mg/l以下 

3.0mg/l以下 

1.0mg/l以下 

10mg/l以下 

1.0mg/l以下 

0.2mg/l以下 

220mg/l未満 

合計125mg/l未満 

10mg/l以下 

0.1mg/l以下 

0.3mg/l以下 

0.1mg/l以下 

3mg/l以下 

0.02mg/l以下 

0.1mg/l以下 

0.003mg/l以下 

0.02mg/l以下 

0.2mg/l以下 

0.2mg/l以下 

0.1mg/l以下 

0.1mg/l以下 

0.1mg/l以下 

0.03mg/l以下 

0.06mg/l以下 

0.2mg/l以下 

20.3mg/l 
（定量下限値未満） 

45mg/l 
（0.6mg/l） 

3.8mg/l 
（定量下限値未満） 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

最大値 
（最小値） 

法規制値 
最大値 
（最小値） 

法規制値 

33.5℃ 
（13.5℃） 

7.8 
（6.9） 

140mg/l 
（2.0mg/l） 

20mg/l 
（定量下限値未満） 

2.1mg/l 
（定量下限値未満） 

0.01mg/l 
（定量下限値未満） 

2.0mg/l 
（定量下限値未満） 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

0.13mg/l 
（定量下限値未満） 

定量下限値未満 

0.08mg/l 
（定量下限値未満） 

定量下限値未満 

定量下限値未満 

法規の順守 
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■地下水水質測定 

■地下水採取量 

 厚木TECは、神奈川県が指定した、地下水採取の規
制地域（地盤沈下防止）の中に所在しています。 
水を再利用する等地下水を大切に使うことで、神奈川
県と協議し定めた、1日あたりの地下水採取量の範囲
内で操業しています。 
 

■法定資格保有者 

 厚木TEC 、湘南TECともに、事業活動を行う上で、各
種の法規により、資格者が要求されています。法規を
順守し、環境にやさしい事業所運営をおこなうため、必
要な資格を計画的に取得できる様、教育支援を行って
います。 

ͨ１ 湘南TECはエネルギー管理員含む 

ͨ２ 湘南TECは選任不要 

 

 厚木TECは、2000年に実施した、地下水測定で、左表
の２項目と1,2-ジクロロエタンが基準を超過して観測さ
れました。敷地外から流入している可能性もあったため、
行政機関の依頼のもと、定期的な監視を行っています。 

 ふっ素は現在も、一部の観測井戸で基準を超えて観
測されていますが、拡大防止策として、地下水の引き
揚げを実施しています。現状、敷地境界の観測点では、
ふっ素は確認されておらず、敷地外への影響はありま
せん。また、1,2-ジクロロエタンは検出されないレベルで
推移しています。 

■臭気測定 

 敷地境界において、年4回の騒音測定を実施しています。現状、一日の変動のうち、一時的に基準を超過
することがあります。行政機関に相談し、特に周辺に住居等、建物がないことから、設備の保全、移転等を
計画的に進めているところです。 

 周辺地域に、臭気が拡散していないか確認するため、年1回、敷地境界での臭気測定を実施しています。 
 悪臭防止法に定める物質を対象とした測定結果は、全て基準値未満となっています。 

 周辺地域の振動の伝播を確認するため、年1回、敷地境界での振動測定を実施しています。 

現在、振動規制法に関わる設備機器は所有しておらず、基準値未満となっています。 

■騒音測定 

■振動測定 

法規の順守 

最大値 
（最小値） 

法規制値 

0.8mg/l以下 
1.45mg/l 
（0.3mg/l） 

ふっ素 
及びその化合物 

鉛 
及びその化合物 

厚木TEC 

0.01mg/l以下 

湘南TEC 厚木TEC 資格名称 

エネルギー管理士 

公害防止管理者 

特別管理産業廃棄物 
管理責任者 

7人 2人（※1） 

11人  1人 （※2） 

18人 4人 

0.005mg/l 
（定量限界値未満） 

厚木TEC 基準 

地下水採取量 

最大値 
（平均値） 

2,721㎥/日 
（1,498㎥/日） 

3,600㎥/日以下 
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■外部審査 

■コーポレート監査 

■内部監査 

 環境マネジメントシステムがISO14001規格の要求事項
に適合し、適切に維持されていることの検証を目的に、
厚木エリア全職場に対して、１回/年の内部監査を行い、
監査結果を経営層に報告しています。 

 2010年度は、改善を要する指摘が１件、観察を要する
事項（軽微な指摘）が10件で、全て改善が完了し、更な
る向上につなげています。 

環境監査 

環境マネジメントシステム維持審査          
（2010年9月6日～9日）  

【審査結果】 
 環境マネジメントシステム維持審査における指摘事項はありませ
んでした。 
 環境マネジメントシステムが着実に運用されていることを確認し、
認証維持の要件は満たされている判断されました。           

 環境マネジメントシステムが有効に機能していることを
確認するため、外部の認証機関による審査だけでなく、
本社の監査機関による内部監査を実施しています。 

 システムに則った計画の進捗、目標の達成度だけでな
く、現場での管理状況等もチェックしています。       
 
この監査は、原則２年に１回実施されます。           
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  コミュニケーション 

■県央発！環境フェスタ/環境フェアへの出展 

 厚木TECでは、地域自治会、行政の方々に安心・安全な事業所であること、更にはソニーの環境への取り組みをご理
解いただくため、適宜 様々なコミュニケーションを行っております。 

■リバーアクションかながわの協賛と参加 

 神奈川県条例「リスクコミュニケーションの実施」を受
け厚木TECでは、地域自治会、行政の方々に安心・安
全である事業所であることをご理解いただくために、
「環境施設見学会」を2008年度・2009年度と実施してい
ます。  

■リスクコミュニケーション 

 ソニーの環境の取り組みを地域の
皆様に知っていただくきっかけとして、
神奈川県、厚木市等が主催する環
境イベントへ2008年度、2009年度と
出展しました。 

 当日は別の場所で行われている環
境フォーラムの生中継もソニー通信
機器にて実施しました。 

 神奈川県からの要請もあり、厚
木ＴＥＣに隣接する相模川のクリー
ンアップ活動への協賛と参加を行
いました。 
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 万一の事故や薬液漏洩が起こった場合、周囲の
環境への影響を最小限に抑えるために、排水緊
急遮断弁や、二重配管、二重の処理槽、防液堤等、
様々なリスク回避の設備を備えています。 

■緊急事態への準備 

■廃水処理設備 

主な特徴 

・震度６強の地震を想定した耐震設計 
・全てのタンク、水槽を建物内に収納 
・万一の事故でも土壌汚染されず、廃水は建物内で 
  回収可能 
・タンク、水槽は、上下左右全ての面が点検可能 
・処理のための薬品使用量を削減 
・処理工程で発生する汚泥を大幅削減 

これらの特徴を備え、環境汚染を未然に防止します。 

 リスクマネジメント 

薬液の２重配管 

薬液タンクの防液堤 

 各設備を扱うスタッフも、教育・訓練を定期的に
行い、緊急時の被害を最小限に留めるよう備え
ています。 

 環境リスクを大幅に低減するために、廃水処理設
備を更新しました。耐震対策を施した建物、漏洩の
早期発見が可能な６面点検タンク、万が一漏洩した
際にも環境汚染させないように全ての設備を建物内
に収めました。 

廃水処理棟 

薬液漏洩防止の為の防液堤 

訓練の様子 



18 

環境会計 

■湘南TEC 

 湘南TECは、環境に関わる費用の約７割が廃棄物処理
費用です。このように今後は廃棄物削減への活動が重要
な課題といえます。 

 2010年度は廃棄物費用としては前年度より若干下がり
ました。省エネルギー等の対策には、大きな設備投資を行
う必要はなく、ボイラー最適運転等、運用面での対応を
行っています。 

■厚木TEC 

単位：百万円 

 厚木エリアでは、環境保全活動に投入した費用と効果を把握することにより、環境への負荷をできる限り抑えながら
持続可能な成長を遂げられるよう、努めています。2010年度の環境コストは以下の通りです。 

 厚木TECは、2009年度に都市ガスを使用する吸収式冷凍
機から、電気を使用する高効率ターボ冷凍機に更新し、省
エネルギー対策と温室効果ガス削減に取り組み、2010年度
に大きな効果を上げました。 

 2010年度は、例年同様に廃棄物処理費用が大半を占め、
その他排ガス、水質等の調査測定を実施しています。 
大きな投資はないものの、老朽化した建物の解体やクリー
ンルームの運用見直し等で省エネの効果を出しています。                               

ֻ   82.6   

ֻ   7.5   単位：百万円 
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                      2008年 

                                                                 小型家電製品回収 

                                花壇管理活動開始 

                                    エコキャップ活動開始 
                                   リスクコミュニケーション開催 
                                 県央発環境フェスタ 
                               廃水処理設備更新 
                             eco休暇開始 

               2007年  
                             エコキャップ活動開始 

                    2006年 
                         ISO14001 更新審査  

                           木屑のチップ化を開始 

                      2005年 
                          東京・仙台・厚木エリア EMS統合 

                2004年 
                          廃棄物ゼロエミッション 達成 

                           厚木ＴＥＣ、湘南ＴＥＣ EMS統合  
                          環境方針をソニーグループ環境ビジョンに変更 

               2003年 
               環境マネジメントシステム 構築 

     2001年 
         ISO14001 更新審査 
      廃棄物ゼロエミッション 達成 

   2000年 
 リサイクル推進協議会 会長賞受賞 

              1999年 
                        神奈川県環境保全協議会 環境保全表彰 
                       公害防止自主規制 優良工場  

               1998年 
                   ISO14001 認証登録 
                  環境管理事業所 認定（神奈川県条例） 
                第5回ソニー地球環境委員会 環境貢献賞受賞 

       1997年 
            第4回ソニー地球環境委員会 貢献大賞受賞 

         1996年 
          ISO14001 認証取得準備開始 
        厚木ＴＥＣ環境方針 制定 

    1993年 
      ソニー地球環境委員会 貢献賞受賞 

   1992年 
    厚木TEC環境委員会 発足 

  1990年 
ソニー地球環境委員会 発足 

厚木TEC 

湘南TEC 

両TEC 

持続可能な未来へ 

        2009年 
    神奈川県地域共生型工場等 受賞 
   2009あつぎ環境フェア 
  神奈川県環境保全協議会 環境保全表彰 
  ISO14001更新審査 

         2010年 
     第13回電力負荷平準化機器・システム表彰  
   (財)ヒートポンプ・蓄熱センター理事長賞 受賞 

環境活動の歩み 
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本報告書は、厚木TEC・厚木第2 TEC ・湘南TECの環境に関する情報を、
できるだけ分かりやすく開示する事を目的に発行しています。 
厚木TEC・厚木第2 TEC ・湘南TECの2010年度（2010年4月1日～2011年3
月31日まで）の環境活動実績を中心に作成しました。 


